
人権問題啓発誌

第第３2３2号号

―部落差別をはじめあらゆる差別をなくするために―
2019年（令和元年）12月1日　　米子市総合政策部人権政策課　　TEL（0859）23-5415

インターネットの利用に伴うトラブル等、事例を
紹介しながら、身近なリスクやトラブルを防止す
るポイントについてお話しします。

米子市では、毎年人権週間の時期にあわせて、「よなごの人権
フォーラム」を開催しています。みなさん、ぜひお越しください。よなごの人権フォーラム'１９

日時　12月7日(土)　午後1時15分～3時30分
	 (開場：午後0時45分)
場所　米子市淀江文化センター　さなめホール
　　　・中学生人権作文コンテスト表彰式・作文発表(同時開催)

ホワイエで人権啓発パネル展も開催します

・講演会

※入場無料　申込不要　手話通訳・要約筆記あり
主催:米子市人権情報センター(別項で紹介します)

講師　毎
まい
熊
くま
	典
のり
子
こ
さん

(特定社会保険労務士、上級リスクコンサルタント、日本プライ
バシーコンサルタント協会認定プライバシーコンサルタント)

人権デー １２月１０日

人権週間 １２月４日～１０日

1948 年 ( 昭和 23 年 ) 12 月10 日、
国際連合の第３回総会で「世界人権宣
言」が採択されました。これを記念して
12月10日を「人権デー」と定めました。

わが国では、世界人権宣言が採択さ
れた翌年の 1949 年 ( 昭和 24 年 ) か
ら、毎年 12 月 4 日～ 10 日までの 1
週間を「人権週間」と定め、全国的に
啓発活動が展開されています。

今年で 71 回目になります。

地域や家庭、学校、職場などでは、み
んなの人権が尊重され、差別も偏見もなく
誰もが安心して生活ができていますか ?

学校などでは、いじめや体罰などが、ま
た家庭内ではＤＶや児童の虐待などが多く
報じられています。

職場でのパワハラやセクハラなどさまざ
まなハラスメント ( いじめ・嫌がらせ ) も問
題となっています。

この機会に、改めて身の周りを見なおし
てみませんか。
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負のサイクル
からの脱却
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立ち直りには、地域
社会のあたたかい
支えが大切だね。

再犯防止対策 ～安全で安心な社会の実現に向けて～

社会を明るくする運動

再犯の防止等の推進に関する法律

再犯が起こるサイクルを変えるために　立ち直りを支える“更生保護”

本市では７月を強調月間として「社会を明るくする運動」を実
施しています。

この運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生に
ついて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪
のない地域社会を築こうとする全国的な運動です。

上記のような現状をふまえ、国民の理解と協力を得つつ、罪を犯した人たちの社会復帰を促進することが犯罪対策に
おいて重要であることから、平成 28 年に「再犯の防止等の推進に関する法律」が施行されました。

罪を犯した人も、反省と償いを経て社会に帰ってこられます。しかし彼らが立ち直りのために努力しても、社会に居場
所がないために再び罪を犯してしまうような悪循環が増えています。

そのため安全で安心して暮らせる社会を構築するうえで、「再犯防止」が大きな課題になっています。
再犯防止に向けて、仕事や帰る場所、福祉面での支えがとても大切です。

地域では、さまざまな方々が立ち直りを支える活動を行なっています。
保護司　犯罪や非行をして「保護観察」を受けることになった人の生活を見守り、さまざまな相談にのったり指導をしたり
しています。
※保護司についてお知りになりたい場合は、米子保護区保護司会 (℡(0859)34-7276)までお問合せください。
更生保護女性会員　女性の立場から、地域における犯罪予防の活動や子どもたちの健全育成のための支援活動などを行
なっています。
ＢＢＳ会員　さまざまな問題を抱える少年たちと、兄や姉のように身近な立場で接することで、少年たちの成長を助ける
青年です。
協力雇用主　犯罪・非行歴のために仕事に就くことが難しい人たちを、その事情を理解したうえで雇用し、立ち直りを支
援する事業主です。

更生保護ボランティア

犯罪・非行

社会復帰

居場所がある

立ち直り

反省・償い 居場所がない負のサイクル
という現実

帰る場所がない
仕事がない
相談する人がいない

職や住をサポートする
声をかける
あたたかく見守る

更生ペンギンの
 サラちゃん ホゴちゃん
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たくさんのみなさんの
ご来館、ご参加を
お待ちしています。

米子市人権情報センター

人権擁護委員 ～米子市には13名おられます～

講演会・研修講座など

拉致問題を考える講演会とコンサートの集いin鳥取

図書・ＤＶＤの貸出
・さまざまな人権問題に関する企画展
・誰でも人権アカデミー(研修講座)　　
・よなごの人権フォーラム (講演会)
・小学生などを対象とした人権学習(フィールドワーク)

日　　時 12月15日(日)　午後１時30分～午後４時25分(開場:午後0時30分)
場　　所 鳥取市民会館大ホール　 　※入場無料
内　　容 講演　講師　蓮

はす
池
いけ

　 薫
かおる

氏　演題「拉致問題と人権」～夢と絆を奪われて～
 ご家族からのメッセージ　　松本　 孟

はじめ
氏(拉致被害者松本京子さんの兄)　　コンサート　ほか

主　　催 全国・中国・鳥取県人権擁護委員連合会　法務省・鳥取地方法務局　鳥取県
問合せ先 鳥取県人権擁護委員連合会事務局　℡(0857)24-5678

～毎年12月10日～16日は、「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」となっています～

人権に関する図書5,089冊・ＤＶＤ(ビデオ)474本を所蔵
し、貸出を行なっています。
児童図書(絵本など)も置いています。
・貸 出 数 図書５冊、ＤＶＤ(ビデオ)３本まで
・貸出期間 ２週間

開館時間 月曜日～金曜日(ただし、祝日・年末年始を除く)　　午前8時30分～午後6時
場　　所 米子市役所第２庁舎１階(米子市役所駐車場向かい側)
 〒683-8686 鳥取県米子市東町161番地2　℡0859-37-3183　Fax0859-37-3184
 ホームページ http://www.city.yonago.lg.jp/jinken/

人権擁護委員は、各市町村の地域住民の中から、人格識見があり、広く社会の実情に通じ、人権擁護について深い理
解のある人を市町村長が推薦し、法務大臣が委嘱した方々です。

地域の皆さんからの人権に関する相談に応じたり、広く人権について関心を持ってもらえるような啓発活動などを行
なったりしています。( 詳しくは、米子市のホームページをご覧ください。)

人権に関する情報収集・提供及び学習支援を行なう場として、米子市役所第２庁舎に開設しています。



第45回米子市人権・同和教育研究集会第45回米子市人権・同和教育研究集会

性はグラデーション性はグラデーション  ～ありのままのあなたが輝ける未来を～～ありのままのあなたが輝ける未来を～

記念講演　記念講演　10：40～12：1010：40～12：10

～みんなで差別をなくし 幸せな社会を実現しよう～～みんなで差別をなくし 幸せな社会を実現しよう～
日	時日	時　2020　2020（令和２）（令和２）年１月23日（木）　９時40分開会年１月23日（木）　９時40分開会
会	場会	場　米子市文化ホール・米子コンベンションセンター　　米子市文化ホール・米子コンベンションセンター　ほかほか

日 程日 程

意見発表意見発表
分 科 会

◆手話通訳あり（全体会・意見発表・記念講演・第7分科会のみ）◆手話通訳あり（全体会・意見発表・記念講演・第7分科会のみ）

小学生　地区人権・同和教育推進協議会小学生　地区人権・同和教育推進協議会
就学前・学校・PTA・地域・企業・行政・職域・さまざまな人権問題についての７分科会

（＊）第4分科会は夜間に開催します（＊）第4分科会は夜間に開催します
会場：米子市役所本庁舎401会議室（４階）会場：米子市役所本庁舎401会議室（４階）

9：009：00 9：409：40 10：3010：30 10：4010：40 12：1012：10 13：3013：30 16：2016：20

21：3021：3019：0019：00

主催 : 第45回米子市人権･同和教育研究集会実行委員会（米子市人権・同和教育推進協議会／米子市／米子市教育委員会）
お問合せ先：実行委員会事務局（米子市人権政策課内）TEL 0859-23-5415 　FAX 0859-37-3184

受 付受 付 全 体 会
意見発表 休 憩休 憩 記 念 講 演記 念 講 演 昼 食昼 食 分 科 会（＊）分 科 会（＊）

第 4 分 科 会第 4 分 科 会

(＊)トランスジェンダー：生まれた時の性別と心の性別が一致しない人
FTM/MTF(Female To Male / Male To Female)：Femaleは英語で女性、Maleは男性を意味します

中川	未悠（なかがわ みゆ）さん
（トランスジェンダー・MTF（＊）当事者）

1995年9月11日　長男、中川悠哉として神戸で生
まれる。高校2年生の時、母親へカミングアウト。
2017年、性別適合手術を受け、戸籍を女性に変
更。
LGBTｓドキュメンタリー映画「女になる」で主人
公を務める。
現在はアパレル会社に勤めながら、全国各地で上
映会や講演会を行なっている。

東根	歩夢（ひがしね あゆむ）さん
（トランスジェンダー（＊）・FTM（＊）当事者）

1992年2月23日　次女、東根あゆみとして神戸で
生まれる。
18歳で両親へカミングアウト。
2013年、性別適合手術を受け、戸籍を男性に変
更。
現在は運送業で勤めながら、全国各地で講師活動を
行なっている。

入場無料
事前申込不要
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